























A.F.ベントレ （ーA.F. Bentley）『統治過程論（The 
Process of  Government: A Study of Social 
Pressures, 1908）１』が刊行されたのとほぼ同時期
であった。ベントレーのアプローチはさらにD.B.ト




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































氏　名 選挙区 氏　名 選挙区 氏　名 選挙区
中野　武営 東 京 市 江間　俊一 東 京 市 稲茂登三郎 東 京 市
西村治兵衛 京 都 市 木村　省吾 京 都 市 中安新三郎 京 都 市
木村　　良 京　　都 岩下　清周 大 阪 市 倉光　藤太 長　　崎
齋藤巳三郎 新 潟 市 鈴木久五郎 高 崎 市 磯部　保次 茨　　城
片岡　直温 三　　重 中村豊次郎 三　　重 安東　敏之 名古屋市
清水市太郎 愛　　知 八束　可海 静　　岡 村田虎次郎 大 津 市
高橋政右衛門 滋　　賀 千早正次郎 岐 阜 市 渡辺　千冬 長　　野
中村　彌六 長　　野 高野　孟矩 宮　　城 星　　　一 福　　島
丸山孝一郎 米 沢 市 戸水　寛人 金 沢 市 米田　　穣 石 川 市
牧野平五郎 富 山 市 世良　静一 広　　島 森田俊佐久 広　　島
松尾　寅三 下 関 市 飯田　精一 山　　口 加治壽衛吉 丸 亀 市
加藤　恒忠 松 山 市 仙石　　貢 高 知 市 富田幸次郎 高　　知
和田　尊義 高　　知 石田　平吉 門 司 市 豊増龍次郎 佐 賀 市
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